
　　　　　　

地域で、子育てのお手伝いをしたり、
悩んでいるお母さん、お父さんの
相談にのる活動や、

障がいのある人が、まちで幸せに暮らせ
るお手伝いをする活動や、

地域で、１人暮らしや寝たきりの高齢者
に、栄養の整った食事を届ける活動や、

地域に住むみんなが「安心・安全」に
暮らすための活動や、

共同募金は、地域をつくる市民を応援していきます。

《特集》届け市民の声　政治と市民活動最前線
《うぉろ君の気にな〜るゼミナール》  

「私のトリセツ」って？
 谷川 耕一（社会福祉法人大阪手をつなぐ育成会　事務局長）

《実録・市民活動「私のいちばん長い日」》  

四半世紀の知らぬふり
堀田 力（弁護士、公益財団法人さわやか福祉財団　会長）

《熊本地震災害・熊本発〜現地から伝える「被災地の今」》

地域を活性化する支援活動が求められる
 樋口 務（くまもと災害ボランティア団体ネットワーク　代表理事）

《V時評》

1.「安全」を脅かす同調者だけの空間
2.市民活動推進に人権感覚が必要なわけ

《ドクター長浜のソーシャルマネジメントの処方箋》

ソーシャル・キャピタルと地方創生
長浜 洋二 （モジョコンサルティング合同会社　代表）

《現場は語る　～コーディネートの現場から》

多様化する依頼に標準ガイドラインを策定
〜大学ボランティアセンター協議会の取り組み
戸谷 富江 （学校法人玉田学園法人本部社会連携課　主任コーディネーター、
神戸常盤ボランティアセンター　ボランティアコーディネーター）

《言葉　歴史の中のボランタリズム 》　＊連載再開

今後の余生、命のあらむ限り、社会政策の
ため没頭せんとするものである。　
加藤 時次郎

《ウォロ'sトピック》  

市民発のＳＤＧｓアクションプラン、進行中
 稲場 雅紀（一般社団法人SDGs市民社会ネットワーク　業務執行理事）　

《この人に》 

玉木 幸則さん
（西宮市社会福祉協議会地域生活支援課地域福祉権利擁護係　係長、
「バリバラ」コメンテーター） 

《アゴラ／シネマ／ライブラリー》

「Social Book Cafe ハチドリ舎」／
『沈没家族　劇場版』／書籍紹介
《傍聴カフェ〜裁判からみえる社会》 

ケースNo.12「炊き出しの殺人未遂」

  ① 

  ㉑ 

  ㉒ 

  ⑪

  ㉔ 

  ⑫ 

  ⑭

  ⑯

  ⑱

  ⑬

  ㉖ 

  ㉘ 

市民活動総合情報誌／ボランティア・NPO をもう一歩深く

■2019年度共同募金助成申請受付（2020年度事業対象）
　大阪府共同募金会では、大阪府内で行う民間社会福祉事業、更生保護事業、その他社

会福祉を目的とする事業を行う法人・団体に対する助成申請を受付けます。
　◦申請書受付期間＝2019年5月1日（水）～20日（月）まで

■2019年度河原林富美福祉基金助成申請受付（2019年度事業対象）
　大阪府共同募金会では、河原林富美福祉基金により、社会福祉推進事業の支援でこれ

まであまり手を差しのべていなかった福祉の狭間の事業や福祉の周辺領域で支援を要
する事業に対する助成申請を受付けます。
　◦申請書受付期間＝2019年5月31日（金）まで

一定条件が必要ですので、詳しくは、
大阪府共同募金会ホームページ
http://www.akaihane-osaka.or.jpを
ご覧ください。

問合せ＝大阪府共同募金会
TEL:06-6762-8717  FAX:06-6762-8718
Eﾒｰﾙ :ai-kibou@akaihane-osaka.or.jp

（件名に「助成申請について」と明記してください）

検索赤い羽根おおさか ➡
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【特集チーム】
早瀬 昇、阿部 太極、磯辺 康子、
稲田 千紘、永井 美佳、百瀬 真友美

亥年は政治が動く、という。12年に一度の、統一地方選挙と参議院選挙が重なる年だからだ。

市民団体や活動の担い手として、政治とどう関わるか。望ましい政策作りのために、何をするべきか。

市民の声が生きる政治と政策に、市民活動が果たす役割は大きい。

［ 特 集 ］
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段ボールの円形ボード「えんたくん」を囲み議論
（2018年7月）

の
こ
と
で
、
ほ
ぼ
全
会
派
か
ら
１
、２
人
が
参

加
す
る
定
例
企
画
と
な
っ
て
い
る
。

　

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
議
員
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
４
、

５
人
で
、
障
害
者
、
高
齢
者
、
子
ど
も
、
子

育
て
、
ま
ち
づ
く
り
、
防
災
な
ど
テ
ー
マ
別
に

行
う
。
耕
作
放
棄
地
、
公
園
づ
く
り
、
公
共

交
通
網
の
整
備
、
森
林
資
源
の
活
用
、
子
ど

も
の
貧
困
、
給
食
、
産
後
ケ
ア
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
キ
ー
ワ
ー
ド
が
飛
び
交
う
中
か
ら
、
市

政
の
あ
り
方
や
、
議
員
の
役
割
、
情
報
発
信
、

男
女
共
同
参
画
と
い
っ
た
共
通
課
題
も
浮
か

び
上
が
っ
て
く
る
。

公
共
政
策
を
考
え
る
場
に
も

　
「
行
政
と
議
員
で
何
と
か
し
て
ほ
し
い
」
と

い
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
側
の
参
加
者
も
い
た
が
、
行
政

に
要
求
し
て
税
金
で
や
っ
て
も
ら
う
方
法
が

全
て
で
は
な
い
。
税
金
以
外
の
資
金
調
達
や
、

議
員
以
外
の
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
が
よ
い
場
合

も
あ
る
。
限
ら
れ
た
税
金
を
ど
こ
に
投
資
す

る
か
？ 
優
先
順
位
は
？ 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
示
せ
る

先
駆
的
事
業
モ
デ
ル
は
？ 

そ
れ
ぞ
れ
が
取
り

組
む
課
題
を
聞
い
て
、「
な
る
ほ
ど
！ 

そ
れ
は

必
要
だ
」「
そ
れ
は
自
前
で
や
る
べ
き
で
は
？
」

と
意
見
す
る
な
ど
、
み
ん
な
で
公
共
政
策
を

「
要
望
す
る
・
さ
れ
る
」
か
ら

脱
却

　

浜
松
で
２
０
１
３
年
か
ら
年
１
回
開
催

し
て
い
る
「
議
員
と
語
ろ
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
円
卓
会

議
」。
静
岡
県
労
働
者
福
祉
基
金
協
会
の「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
プ
レ
ゼ
ン
ト
講
座
」
の
企
画
の
一
つ
と
し

て
始
め
た
も
の
で
あ
る
。
地
域
の
課
題
解
決

の
た
め
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
事
業
を
す
す
め
る
中
で
、

制
度
的
な
壁
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
が
多
々
あ
る
。

政
策
や
施
策
に
反
映
さ
せ
る
に
は
、
行
政
の

担
当
部
署
と
交
渉
す
る
だ
け
で
な
く
、
議
会

と
い
う
ル
ー
ト
も
あ
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
政
策
提

言
力
を
上
げ
る
と
同
時
に
、
議
員
に
も
多
様

考
え
る
場
に
も
な
っ
て
い
る
。

　

初
参
加
で
「
議
員
に
何
を
話
し
て
い
い
か

わ
か
ら
な
く
て
緊
張
し
た
」
と
い
う
人
も
い

る
が
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の
中
に
は
ペ
ー
パ
ー
に

ま
と
め
て
関
係
者
に
配
る
な
ど
工
夫
を
こ
ら

す
人
も
出
て
き
て
、
複
数
会
派
の
議
員
に
伝

わ
っ
た
こ
と
で
制
度
が
動
く
き
っ
か
け
に
な
っ

た
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。課
題
を
施
策
に
反
映
さ

せ
る
道
筋
が
見
え
た
こ
と
で
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
役
割

と
し
て
の
「
提
言
」
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
提
言
力
を
上
げ
る
に
は
、
地
域

課
題
に
関
心
の
薄
い
市
民
を
説
得
で
き
る
だ

け
の
ニ
ー
ズ
や
デ
ー
タ
を
提
示
し
、
関
連
制

度
や
他
自
治
体
の
事
例
な
ど
を
説
明
で
き
る

力
量
を
つ
け
る
こ
と
が
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
考

え
て
い
る
。

認
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人

浜
松
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

事
務
局
長　

小こ
ば
や
し林 

芽め

り里

東
京
都
出
身
。
学
生
時
代
に
自
然
保
護
や
ま
ち
づ
く
り
の

活
動
で
、
市
や
県
へ
の
ロ
ビ
イ
ン
グ
、
議
会
傍
聴
、
直
接

請
求
、
自
然
の
権
利
訴
訟
な
ど
、
議
会
・
制
度
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
を
実
地
で
学
ぶ
。
青
年
海
外
協
力
隊
で
の
南
米
生

活
を
経
て
、
２
０
０
２
年
よ
り
浜
松
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

セ
ン
タ
ー
で
多
文
化
共
生
事
業
ほ
か
を
担
当
。

な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
姿
や
課
題
の
現
状
を
知
ら
せ
た

い
と
い
う
思
い
も
あ
っ
た
。

　

当
時
は
議
員
と
の
パ
イ
プ
が
な
か
っ
た
の

で
、
５
団
体
に
呼
び
か
け
て
企
画
を
練
っ
た
。

議
員
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
関
係
を
つ
く
る
に
あ
た
っ

て
、「
要
望
す
る
・
さ
れ
る
」
関
係
性
か
ら
脱

却
し
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
議
員
が
お
互
い
の
役
割
を
知

り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
議
会
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
ど

う
協
働
し
た
ら
よ
い
か
を
考
え
る
場
を
目
指

し
た
。

ほ
ぼ
全
会
派
が
参
加

　

浜
松
市
議
は
５
会
派（
当
時
）46
人
。
各
会

派
か
ら
１
、２
人
の
出
席
を
呼
び
か
け
る
た
め

に
挨あ

い
さ
つ拶
に
行
っ
て
、趣
旨
を
説
明
し
た
。
初
め

の
頃
は
、「
圧
力
団
体
だ
」
と
か
「
つ
る
し
上

げ
ら
れ
る
」
と
か
警
戒
さ
れ
、顔
見
せ
だ
け
で

帰
っ
て
し
ま
う
議
員
も
い
た
。事
前
に
参
加
団

体
を
知
ら
せ
た
り
、
議
会
の
議
事
録
を
調
べ

て
議
員
の
話
し
や
す
い
テ
ー
マ
を
選
ん
だ
り
、

参
加
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
た
り
す
る
工
夫
も

し
た
。
15
年
の
選
挙
で
議
員
が
替
わ
っ
て
か
ら

は
、
女
性
や
新
人
の
議
員
が
積
極
的
に
参
加

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
つ
な
が
っ
て

情
報
や
意
見
が
得
ら
れ
る
の
が
メ
リ
ッ
ト
と

１
９
９
８
年
に
設
立
し
た
民
設
民
営
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援

セ
ン
タ
ー
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
「
誰
を
も

排
除
し
な
い
社
会
づ
く
り
」
を
具
現
化
す
る
た
め
、

中
間
支
援
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
し
て
の
市
民
活
動
支
援
だ
け
で

な
く
、
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
支
援
、
子
ど
も
・
多
文
化
共
生
、
環
境
・
公

園
づ
く
り
な
ど
、
多
様
な
人
々
の
社
会
参
加
支
援
も

行
っ
て
い
る
。
通
称N

-P
ocket

（
え
ぬ
ぽ
け
っ
と
）。

取
り
組
み
紹
介 

１

認
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人 

浜
松
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
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主
役
は
当
事
者
、
政
治
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

知
り
参
加
と
協
⼒
で
働
き
か
け
る

松
原 

明
⽒ 

（
談
）　

政
策
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、三
つ
の
円
が

重
な
る
★
の
部
分
を
究
め
な
い
と
い
け
な
い
。

ロ
ビ
ン
イ
ン
グ
の
基
本
は
待
つ
こ
と

　

リ
コ
メ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
も
注
目
さ
れ

が
ち
な
ロ
ビ
イ
ン
グ
か
ら
説
明
す
る
。こ
れ
は

政
治
家
を
説
得
す
る
こ
と
。も
と
も
と
議
会

の
ロ
ビ
ー
で
待
っ
て
い
て
、通
り
か
か
る
議
員

に
、わ
ず
か
な
時
間
で
説
得
し
た
こ
と
が
語

源
。

　

実
際
、ロ
ビ
イ
ン
グ
の
基
本
は
待
つ
こ
と

だ
。
国
会
議
員
に
ア
ポ
を
と
る
こ
と
は
容
易

じ
ゃ
な
い
。私
の
場
合
、議
院
会
館
の
、会
い
た

い
議
員
の
秘
書
室
で
待
っ
て
い
た
。だ
か
ら
、

秘
書
と
仲
良
く
な
り
、
待
た
せ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
な
ら
な
い
と
い
け
な
い
。「
こ
の
人
は

待
た
せ
て
い
る
価
値
が
あ
る
人
だ
」
と
思
わ

せ
て
、１
時
間
で
も
２
時
間
で
も
待
つ
。３
時

間
待
っ
た
こ
と
も
あ
る
。待
つ
間
は
議
員
の
地

元
紙
を
読
ん
だ
り
議
員
の
読
ん
で
い
る
本
を

見
た
り
し
て
、議
員
が
関
心
を
持
っ
て
い
る
こ

政
策
実
現
の
３
本
柱

　

市
⺠
に
よ
る
政
策
実
現
に
向
け
た
関
わ
り

は
、図
１
の
よ
う
に
三
つ
の
円
で
整
理
す
る
の

が
⼤
切
だ
。

　

⼀
つ
は
リ
コ
メ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
。こ
の
場
合

は
「
政
策
提
⾔
」
と
い
う
意
味
だ
。政
治
家

や
官
僚
に
政
策
の
採
⽤
を
働
き
か
け
る
活
動

を
指
す
。ロ
ビ
イ
ン
グ
と
は
、こ
の
⼀
部
で
、政

治
家
に
対
し
て
⾏
う
も
の
だ
。も
う
⼀
つ
は
ア

ド
ボ
カ
シ
ー
。代
弁
や
弁
護
、擁
護
と
訳
さ
れ

る
。政
策
の
受
益
者
が
い
て
、そ
の
利
益
を
主

張
す
る
こ
と
。そ
し
て
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
。

多
く
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
関
係
づ
け
参

加
さ
せ
て
い
く
活
動
だ
。キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
エ

ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
⼀
部
と
な
る
。

市
⺠
に
よ
る
政
策
実
現１９６０

年
⼤
阪
⽣
ま
れ
。神
⼾
⼤
学
⽂
学
部
哲
学
科
卒
。広
告
制

作
会
社
、フ
リ
ー
の
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
経
て
、94
年
シ
ー
ズ・市
⺠

活
動
を
⽀
え
る
制
度
を
つ
く
る
会
を
設
⽴
。98
年
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
創
設
、

２
０
０
１
年
の
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
⼈
制
度
創
設
、11
年
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
改
正

な
ど
を
推
進
。Ｎ
Ｐ
Ｏ
⽀
援
制
度
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
⽀
援
機
関
の
創
設
に
取

り
組
ん
で
き
た
。『
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
』（
共
著
、⽇
本
評
論
社
）、

『
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
わ
か
る
Ｑ
＆
Ａ
』（
共
著
、岩
波
書
店
）な
ど
著
書
多
数
。 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
の
⽴
法
、寄
付
税
制
の
改
⾰
な
ど
、市
⺠
活
動
分
野
で
制
度
作
り
に
関
わ
っ
て

き
た
、シ
ー
ズ・
市
⺠
活
動
を
⽀
え
る
制
度
を
つ
く
る
会
理
事
の
松
原
明
さ
ん
。特
集
の

最
後
に
、市
⺠
活
動
と
政
治・政
策
作
り
の
関
わ
り
⽅
や
市
⺠
と
し
て
の
姿
勢
な
ど
に
つ

い
て
聞
い
た
。 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

［図１］　市民による政策実現の３本柱
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ウォロ２年分（12冊）を
挟み込めるバインダー

（１冊５００円＋送料34０円）です。
お問い合わせはウォロ編集部／office@osakavol.orgまで

　
「
ト
リ
セ
ツ
」
は
、
電
器
製
品
な
ど
に
付
属

す
る
、
機
能
説
明
や
操
作
手
順
な
ど
を
記
し

た
「
取
扱
説
明
書
」
の
略
語
。
西
野
カ
ナ
の

歌
「
ト
リ
セ
ツ
」（
２
０
１
６
年
）
で
よ
り
一

般
化
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
歌
は
、
自
ら
の
性
質
（
特
性
）
や
生

活
習
慣
を
他
者
に
理
解
し
て
も
ら
い
配
慮
を

促
す
た
め
に
、
自
ら
を
物
に
模
し
て
語
っ
た
と

理
解
で
き
る
。
同
様
の
手
法
を
障
害
の
理
解

啓
発
に
使
う
動
き
が
あ
り
、ツ
ー
ル
や
取
り
組

み
に「
私
の
ト
リ
セ
ツ
」「
私
の
取
扱
説
明
書
」

と
ネ
ー
ミ
ン
グ
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
代
表
的

な
の
は
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
自
ら
の
行
動

様
式
に
お
い
て
周
囲
に
違
和
感
を
与
え
て
し

ま
う
発
達
障
害
の
あ
る
人
が
「
私
の
ト
リ
セ

ツ
」
を
作
成
す
る
も
の
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
発

達
障
害
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

て
使
え
る
「
わ
た
し
の
ト
リ
セ
ツ
」
を
公
開
し

て
い
る
。

　
「
私
の
ト
リ
セ
ツ
」
は
、
自
ら
の
こ
と
を
他

者
に
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
の
に
有
効
と
い

う
評
価
が
あ
る
一
方
で
、
人
を
物
に
模
し
て

「
取
り
扱
う
」
こ
と
に
不
快
感
を
示
す
意
見

も
あ
る
。
筆
者
の
団
体
で
は
知
的
障
害
の
当

事
者
か
ら
「（
自
分
た
ち
に
対
し
て
）〝
取
扱

説
明
書
〟
は
、
な
い
で
」
と
い
う
声
が
あ
り
、

特
性
の
共
有
を
兼
ね
た
ツ
ー
ル
と
し
て
、生
活

設
計
を
記
す
「
わ
た
し
の
設
計
図
」
を
開
発

し
た
。
自
ら
が
そ
の
趣
旨
を
認
め
ツ
ー
ル
と
し

て
活
用
し
た
い
意
向
が
あ
る
こ
と
が
前
提
で
、

「
ト
リ
セ
ツ
」
は
親
し
み
や
す
い
言
葉
だ
が
、

そ
の
取
り
扱
い
に
も
配
慮
が
必
要
と
い
え
る
。

社
会
福
祉
法
人
大
阪
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

 
事
務
局
長　

谷
川 

耕
一
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古
い
ビ
ル
の
薄
暗
い
廊
下
か
ら

一
歩
店
内
に
入
る
と
、
採
光

豊
か
な
空
間
が
広
が
っ
た
。Social 

B
ook C

afe

ハ
チ
ド
リ
舎
は
、
国
際

協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
の
勤
務
経
験
を
も
つ

安あ
び
こ彦
恵え

り

か

里
香
さ
ん
が
、２
０
１
７
年
７

月
、
広
島
市
の
平
和
記
念
公
園
近
く

に
オ
ー
プ
ン
し
た
。「
自
分
で
つ
く
る
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
煙た

ば
こ草
の
臭
い
の
染

み
つ
い
た
元
雀じ

ゃ
ん
そ
う
荘
の
古
物
件
を
１
０
０

人
近
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
手
で
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
。
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
や

寄
付
に
よ
り
開
店
資
金
を
調
達
し
た
。

　

イ
ス
、テ
ー
ブ
ル
、
本
棚
、コ
ー
ヒ
ー

カ
ッ
プ
な
ど
の
調
度
品
は
、
店
づ
く
り

に
参
加
し
な
が
ら
つ
な
が
り
を
つ
く
る

た
め
、イ
ベ
ン
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形

式
で
手
作
り
。上
映
会
や
ラ
イ
ブ
が
で

き
る
半
円
形
の
小
上
が
り
や
、
土ど

ば
し橋

公
民
館
と
称
す
る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
コ
ー

ナ
ー
も
設
置
し
た
。
壁
い
っ
ぱ
い
に
描

か
れ
た
ガ
ジ
ュマ
ル
の
樹
に
は
、色
と
り

ど
り
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
が
貼
ら
れ
、

傍
ら
に
は
情
報
発
信
ス
ペ
ー
ス
も
あ

る
。
食
材
や
飲
料
は
顔
の
見
え
る
県

内
の
生
産
者
中
心
に
仕
入
れ
、
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
や
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
を
基
本
と

す
る
。

　

S
ocial B

ook C
afe

の
名
の
通
り
、

本
棚
に
は
ヒ
ロ
シ
マ
、
戦
争
、
平
和
な

ど
、
社
会
と
つ
な
が
る
書
籍
や
絵
本
が

分
類
さ
れ
て
並
ぶ
。
社
会
的
課
題
を

考
え
る
き
っ
か
け
を
つ
く
る
た
め
の
勉

強
会
、
食
事
会
、
映
画
な
ど
、
多
彩
な

イ
ベ
ン
ト
も
ほ
ぼ
毎
日
開
催
。
６
の
つ

く
日
に
は
被
爆
者
の
語
り
部
が
常
駐

し
、小
規
模
で
親
し
み
や
す
い
雰
囲
気

の
な
か
で
交
流
で
き
る
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
が
作
り
手
と
し

て
加
わ
り
な
が
ら
、平
和
へ
の
思
い
を

深
め
、広
げ
て
い
く
ハ
チ
ド
リ
舎
。「
家

を
作
る
こ
と
に
よ
っ
て
お
互
い
を
理
解

し
あ
う
。平
和
が
訪
れ
る
よ
う
に
」と

願
っ
た
フ
ロ
イ
ド・
シ
ュ
モ
ー（
注
）
の
思
い

が
、70
年
以
上
を
経
た
今
も
息
づ
い
て

い
る
よ
う
だ
。編

集
委
員　

村
岡 

正
司

「Social Book C
afe 

ハ
チ
ド
リ
舎
」

Social Book Cafe ハチドリ舎　
広島市中区土橋町2-43　光花ビル2階　電話082-576-4368
営業時間 水・木・金曜15:00～23:00　土・日曜、祝日11:00～24:00
　　　　（6のつく日は全曜日11時から営業）　月・火曜休
https://hachidorisha.com/

ア ゴ ラ

第61回

2018年秋、東京都港区南
青山に、問題を抱えた子

どもたちを一時保護する児童
相談所などが入る「子ども家庭
総合センター」を建設する計画
が持ち上がった。
　「なんで青山の一等地にそん
な施設をつくらないといけない
のか」と反対する住民に対し、
その無理解さを批判する声が
相次いでいる。
　精神障害者施設などを設置
する際に発生しがちな紛争（施
設コンフリクト）を研究する著者
（大阪市立大学大学院生活科
学研究科准教授）のもとにはマ
スコミの取材が殺到した。とこ
ろが、野村氏いわく「私の話を
きちんと紙面に載せてくれたの

は西日本新聞くらい」とがっか
りしたそうである。
　「偏見」「差別意識」のある
住民を“上から目線”で糾弾
するのではなく、「反対する人
は高い関心を持っている」と
むしろ評価し、「無関心の方が
困る」が野村氏の見解である。
「“どうでもいいや”という感
じでは、その問題に関連する道
義的な価値を守ろうとする動機
づけも弱くなる。施設が建設さ
れる問題に対して高い関心を
抱けば、その結果に示される道
義的価値、すなわち『人として
行うべき正しい道』であるかが
重要になり、それは本質的な部
分を真剣に話し合う中で深まっ
ていく」

施設コンフリクト
対立から合意形成へのマネジメント

野村恭代
幻冬舎ルネッサンス新書、2018年7月
本体800円＋税

　本書にも、行政の担当者が、
反対住民のもとに足しげく通い
対話を重ねて建設に至った例
が紹介されている。住民には当
初、こうした施設に関する知識
がないのは「当たり前」 であ
り、一方的な“正義の押し付け”
を避け、とことん話し合う。
　その結果、当初は強硬に反対
した住民が最終的にいちばん
の理解者になった例も少なくな
い。施設開設後も、住民と真

し ん し

摯
に対話する開かれた運営が求
められるのは言うまでもない。

編集委員　神野 武美

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
説
明
す
る

店
主
の
安
彦
恵
里
香
さ
ん

広 と々した店内

（
注
）ア
メ
リ
カ
の
森
林
学
者（
１
８
９
５
ー
２
０
０
１
）。戦
後
間
も
な
い
広
島
市
で
、家
を
失
っ
た
被
爆
者
の
住
宅
を
つ
く
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
。

　
　

寄
付
で
資
金
を
集
め
、人
種
や
宗
教
を
超
え
た
日
米
の
市
民
が
20
軒
の
住
宅
と
１
軒
の
集
会
所
を
建
て
た
。う
ち
１
軒
は
シ
ュ
モ
―
ハ
ウ
ス

　
　

と
し
て
中
区
江
波（
え
ば
）に
現
存
す
る
。
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シ ネ マ

第53回

本誌は、2017〜 18 年に
実施された研究会「市

民セクターが挑む、社会的孤立
の抑制・解消への道程」 の前
半 6回の議論をまとめたもの
だ。「子どもの貧困」「障害者」
「高齢者」「LGBT」「児童虐
待」「外国人」という各回テー
マについて、「社会的孤立」を
切り口に実践者と研究者が提
起した内容を、当日の議論も参
考に整理しなおした論稿と、モ
デレーターが書いた解題から構
成されている。
　「社会的孤立」は、みずから
の意思で「一人でいること」と
質的に違う。集団でいるときの
ほうが、人は孤独を感じたり、
孤立に至ったりするという屈折

した状況がある。集団の構成員
は価値や規範の共有を求めら
れるがゆえに、そこから逸脱す
る考えや行為、時には存在その
ものが排除されることがあるか
らだ。六つのテーマには、日本
社会がもつこの共同体主義が
さまざまな形で影響している。
　機能的にこの性質を支える
ひとつの仕組みが、自立や福
祉を家族対応に囲い込んでき
た「家族主義」 だろう。個人
の自立がことさら強調される昨
今、共同責任の主体である家族
は、時に子どもや老人を抑圧す
る主体となるし、家族から逃れ
る人や、はじめからその外にい
る人には「自己責任」 が待ち
受ける。そうした現状を自明視

ボランタリズム研究 Vol.3
特集：市民セクターが挑む、
社会的孤立の抑制・解消への道程

大阪ボランティア協会ボランタリズム
研究所編
大阪ボランティア協会、2018年12月
本体1200円＋税

すると、より大きな制度や社会
構造が持つ原因と責任は隠さ
れてしまう。個人の自立を是と
する現代社会においては、個人
も家族も容易にスケープゴート
にされるのだ。
　孤立解消のために見据えら
れる「つながり」 づくりには、
集団がもつそうしたアンビバレ
ンツな性質や、社会との関係性
を念頭においた議論が欠かせ
ない。地縁や血縁ではなく価値
志向的な集まりである市民セク
ターがもつ可能性は何か。異な
るテーマを横につないだ議論
を通じ、考えていただきたい。

編集委員　工藤 宏司

ラ イ ブ ラ リ ー

第31回

～市民視点のドキュメンタリー映画を紹介する

婚
外
子
で
あ
る
加
納
土つ
ち

さ
ん
は
、

１
歳
の
頃
か
ら
母
・
穂ほ

こ子
さ
ん

の
ほ
か
、
呼
び
か
け
を
き
っ
か
け
に
集

ま
っ
た
大
人
た
ち
に
よ
っ
て
共
同
で
育

て
ら
れ
た
。
２
歳
半
に
な
っ
て
か
ら
は

東
京
・
東
中
野
に
あ
る
３
階
建
て
の
ア

パ
ー
ト
（
通
称
「
沈
没
ハ
ウ
ス
」）
に

母
と
と
も
に
入
居
し
、た
く
さ
ん
の
大

人
た
ち
と
暮
ら
す
こ
と
に
な
る
。
そ
の

後
、
大
学
生
に
な
っ
た
加
納
さ
ん
が
自

身
の
生
ま
れ
育
っ
た
場
所
で
の
生
活
を

振
り
返
る
か
た
ち
で
つ
く
ら
れ
た
の
が

『
沈
没
家
族　

劇
場
版
』
だ
。

　

私
は
、タ
イ
ト
ル
か
ら
受
け
る
印
象

に
よ
っ
て
か
、
そ
れ
と
も
既
存
の
セ
ル

フ
・
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
と
い
う
映
画

表
現
へ
の
偏
見
か
ら
か
、こ
の
映
画
が

禁タ
ブ
ー忌
を
暴
露
す
る
よ
う
な
挑
発
的
な

映
画
で
は
な
い
か
と
身
構
え
て
い
た
。

し
か
し
観み

始
め
て
す
ぐ
、
別
の
戸
惑
い

を
覚
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
撮
影
し
て

い
る
加
納
監
督
に
は
、禁
忌
を
暴
露
し

よ
う
と
す
る
よ
う
な
〝
怒
り
〟
が
無
い

の
で
あ
る
。
も
が
き
苦
し
み
な
が
ら
何

か
を
獲
得
し
よ
う
と
か
壊
そ
う
と
か
で

は
な
く
、単シ
ン
プ
ル純
に
「
知
り
た
い
」
と
い
う

欲
求
に
よ
っ
て
映
画
を
作
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
そ
し
て
彼
の
共
同
保
育
に
参

加
し
た
人
た
ち
も
ま
た
、
当
時
の
思
い

出
を
喜
々
と
し
て
語
る
。
そ
の
最
た
る

人
が
母
親
の
穂
子
さ
ん
で
あ
る
。
彼
女

は
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
で
あ
る
自
分
の
子

育
て
に
お
い
て
、
共
同
保
育
を
選
ん
だ

こ
と
は
必
然
で
あ
り
、
そ
こ
に
関
わ
っ

て
く
れ
た
人
た
ち
を
純
粋
に
信
じ
て
い

る
。
そ
し
て
息
子
の
加
納
監
督
に
与
え

る
影
響
も
良
い
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え

て
い
る
。
映
画
の
中
で
唯
一
、共
同
保
育

を
終
え
、八
丈
島
に
引
っ
越
す
こ
と
に

な
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語
る
母
親
は
、
生

き
る
こ
と
へ
の
焦
燥
感
と
不
安
に
満
ち

て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
も
、
重
く
な
り

す
ぎ
る
こ
と
な
く
、
触
れ
ら
れ
て
終
わ

る
。
そ
の
バ
ラ
ン
ス
が
絶
妙
だ
。

　

現
在
で
は
、多
様
な
家
族
の
あ
り
か

た
へ
の
理
解
は
広
ま
っ
て
き
て
い
る
よ

う
に
思
う
。
そ
れ
で
も
彼
女
の
選
択
に

驚
く
観
客
が
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
し
か
し
、
登
場
人
物
た
ち
の
姿
を

見
て
、
話
を
聞
く
と
肩
透
か
し
を
く

ら
っ
た
よ
う
な
気
に
さ
え
な
っ
て
し
ま

う
。

　

映
画
は
監
督
の
愛
に
包
ま
れ
て
終

わ
り
を
迎
え
る
。
私
に
は
子
育
て
の

正
解
も
、映
画
の
正
解
も
分
か
ら
な
い

が
、目
の
前
に
映
る
家
族
や
登
場
人
物

を
そ
の
ま
ま
受
け
止
め
よ
う
と
思
う
。

そ
の
先
に
こ
の
よ
う
な
映
画
が
生
ま
れ

る
な
ら
ば
、き
っ
と
そ
れ
は
幸
福
な
の

だ
と
思
わ
せ
て
く
れ
る
力
が
こ
の
映
画

に
は
あ
る
の
だ
か
ら
。

今
月
の
作
品「
沈
没
家
族　
劇
場
版
」

監督・撮影・編集：加納土
配給：ノンデライコ
製作：おじゃりやれフィルム
2018年｜日本｜ 93分
上映情報
2019年 4月よりポレ
ポレ東中野（東京都
中野区）ほか全国順
次ロードショー
http://www.
chinbotsu.com/

2012年、映画『ドコニモイケナイ』を監督。本作で
2012年度日本映画監督協会新人賞受賞。その他、

『いわきノート』（2014年／編集）。『桜の樹の下』
（2016年／プロデューサー）。現在、日本映画大
学非常勤講師。「ドキュメンタリー映画って、 観るよ
りも作る方が数十倍面白いよ！」といつも思います。

●今月の館主

島
し ま だ

田 隆
りゅういち

一 イラスト：杉浦 健


